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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、TNF受容体関連因子（TRAF）タンパク質ファミリーのメンバーです。TRAFタンパク質は、TNF受容体スーパーファミリーのメンバーと会合し、シグナル伝達を媒介します。このタンパク質はTNF受容体と直接相互作用し、TRAF1とヘテロ二量体複合体を形成します。このタンパク質は、TNF-αを介したMAPK8/JNKおよびNF-κBの活性化に必須です。このタンパク質とTRAF1によって形成されるタンパク質複合体は、アポトーシス抑制タンパク質（IAP）と相互作用し、TNF受容体からの抗アポトーシスシグナルの媒介として機能します。このタンパク質は、TNF受容体関連アポトーシスシグナル伝達因子であるTRADDと相互作用し、IAPをリクルートしてカスパーゼ活性化を直接阻害します。ユビキチンリガーゼ活性を有するアポトーシス阻害因子BIRC2/c-IAP1は、このタンパク質のビキチン化を脱離させ、分解を誘導することで、TNF誘導性アポトーシスを増強します。この遺伝子には複数の選択的スプライシングを受けた転写バリアントが見つかっていますが、生物学的妥当性が確認されている転写バリアントは1つだけです。
	研究分野
	アポトーシス、MAPKシグナル伝達経路
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	TRAF2マウスmAb（緑）を用いたHL-7702細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	TRAF2マウスmAb（緑）を用いたMCF-7細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	TRAF2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	TRAF2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HepG2 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	TRAF2 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト子宮頸癌組織の免疫組織化学分析。

